
内容 場所 住所 電話 受入先 参加・同行

11:00 ～12:30 ■益城町仮設第5保育所　意見交換 益城町仮設第五
保育所

上益城郡益城町福原1043（上益
城郡益城町木山２３６）

096-286-2263 楢木野園長 佐久間.今井.石橋

14:00 ～15:00 ■益城町第2幼稚園　意見交換 園長室 上益城郡益城町惣領１４７１ 096-286-2055 福永園長 佐久間.今井.石橋

15:00 ～16:30 ■益城町飯野小仮設団地生活環境現地踏査 飯野小応急仮設住宅団地+みんなの家 草野自治会長 佐久間.今井.石橋

16:30 ～17:30 ■益城町安永仮設団地生活環境現地踏査 安永応急仮設住宅団地+みんなの家 橋本自治会長 佐久間.今井.石橋

9:00 ～10:30 ■日本冒険あそび場づくり協会意見交換 熊本市内ジョイフル武蔵ケ丘店 尚絅大学・濱崎幸夫先生 佐久間.今井.石橋

11：30-12：30 ■益城町木山仮設団地生活環境現地踏査 熊本学園大学　金山龍之介君 佐久間.今井.石橋

13：00-14：00 ■益城町テクノ仮設団地生活環境現地踏査 熊本学園大学　おひさまカフェ代表　原田素良君 佐久間.今井.石橋

16:00 ～19:00 ■KASEI実行委員会 熊本大学 熊本市中央区黒髪2丁目2-39-1 KASEI実行委員 今井.石橋

　今回、KASEIの実行委員会は第3回となり現在までに行われてきた活動の情報共有を目的としていた。仮設団地にあるみんなの家の建築空間を従来の集会場とは異なるような開放的なつくりで構
成しているものも見られ、そこはこどもたちの溜まり場になっていることも確認できたため、仮設団地に住んでいるこどもたちにとって仮設団地内のみんなの家は、安全に遊ぶことのできる空間
として重要であると感じた。これから自分たちの活動としてこどもたちのあそび環境改善、向上のためには、みんなの家の改良や、その団地敷地内における遊び場の検討が必要と感じた。

現状のこどもたちの状況、関連支援活動の状況、について伺いうと共に、こども環境学会のあそび環境改善活動の説明、『（仮）あそび環境改善のアドバイスブック（対保育・幼稚園版、対両親版）』の説明を行
い。今後へのアドバイスを伺った。益城の保育園・幼稚園への支援や、　『（仮）あそび環境改善のアドバイスブック（対保育・幼稚園版、対両親版）』の配布計画については、かなり有効という評価をいただいた
い。また、仮設団地でのあそび場づくり等については、やはり、プレイリーダーの存在が重要でハードだけでは無理であること、そのために、今後、熊本学園大学と、連携する可能性についての検討も必要では
ないかというアドバイスをいただいた。あと、プレイバスについては、益城町テクノ団地と、木山団地で活動をしているということであったため、テクノと木山を視察し、熊本学園大学の学生と意見交換することがで
きた。

■161210-11　こども環境学会　熊本こども成育環境状況調査
2016.12.20　佐久間治（震災復興支援活動部会部会長）・石橋凌・今井智也（九州工業大学）

　現状としてあまり困っていることはなく、こどものあそび場需要は少ないように感じた。みんなの家の環境改善ができるとよいという意見があり、これからどのような活動となるのか検討中である。

　前回のアドバイスで提案した案に対し、テラスに関しては、年度内に現状復帰という形をとるとのことであった。まだ床の曲っている箇所もあるが、すこしずつ現状復帰に向かっているようである。こどもたちの
様子も、よく遊んでおり、問題は少ないように感じた。アドバイスブックについての意見を求めると、第５保育所同様に仮設時団地に置くことわ効果的だと思うと意見をもらえた。しかし、保育士向けのアドバイス
ブックとして実際の園で工夫する方法などの実際例があると嬉しいという意見をもらえた。また、これから目を通した後に内容についての意見をもらえることとなっている。

12月11日

　飯野小学校と協力してイベントを行っている様子が伺えた。仮設団地で生活しているこどもたちの環境として、飯野小学校に通っていないこどもの居場所がないということから仮設団地内にこどもたちのあそび
場をつくって欲しいという意見があり、今後どのようにあそび場をつくるのか検討中である。

12月10日

　前回訪れた時から、４ヶ月が経過し仮設保育所の環境改善として、セーブ・ザ・チルドレンが主として、さまざまな支援団体が入れる状況となり、支援を受けている点が見られた。しかし、我々が環境改善提案し
た内容に対して、実施されたのは一部であった。しかしながら、検討提示した出入口のデッキ空間が規模は少ないながらも、幼児のアクティビティーの活性化にかなり有効に作用していることは嬉しかった。ただ
し、これから改善すべき点も多く、冬季の暖房・断熱について、園庭の凹凸のある地面、道路上の地震による亀裂や段差等があり、本設の新第５保育所の設置までは、かなりハードな環境での保育がつづくこと
も理解できた。また、アドバイスブックについての意見を求めたところ、園長会があるので、そこでパイロット版を配布して意見を聞いてくださることとなった。仮設団地のみんな家に配布・常設してもらうことは、被
災者に効果的だと思うと意見をもらえた。

・熊本県南阿蘇泊（年末の土曜日であったためか、熊本市内はすべて満室であったため、南阿蘇地区の視察を兼ねて宿泊したが、途中の道路がまだ寸断させており、かなり長い迂回路を使わざるをえず、移動
にかなり時間がかかった。その意味で、南阿蘇の復興にはかなり時間がかかるという印象を持った）

木山団地での支援活動視察および熊本学園大学支援学生との意見交換。　当日は餅つきの大きなイベントがあり、そこでこどものあそび支援を行っている熊本学園大学の学生と意見交換した。

テクノ団地での支援活動視察および熊本学園大学支援学生との意見交換。　毎週、土日に、仮設住宅のみんなの家をつかったこどもたちのための自由あそびのイベントを実施しており、当日も数人のこどもた
ちが来訪していた。その活動：おひさまカフェの代表である熊本学園大学の原田君と意見交換を行い、将来的に飯野小等のあそび場をつくることができた場合、プレイリーダーとしての支援も可能性があるという
ことだった。

■調査予定
　現在、熊本地震発生から約８ヶ月が経過し、特に被害の大きいとされる益城町、南阿蘇西原村等では、徐々に瓦礫の処理が進んでいるように見られたが、まだ、復興には時間を
要しそうな箇所も見られた。被災地でのこどもたちの生活環境は、幼稚園、保育園についてはかなり回復してほぼ正常時に近くなっているが、住環境、特に仮設住宅等に暮らすこど
たちにとっては、団地にあそび場少ない、あっても、地元でないと事情がわからず遠出等がしにくい、両親にもストレスがある等から、遊ぶ機会が減少し、彼らにもストレスがかかっ
ていることを伺った。
　そのような状況化、今回のこども環境学会として、前回から引き続き、益城町第５保育所と益城町第２幼稚園でのアドバイス活動後の現状調査を行った。特に益城第五保育所仮
設園舎については、こちらからの環境改善アドバイス後の、改善状況をヒヤリング、観察調査した。第2幼稚園については、こちらの環境改善の内、被災前の状態に戻す復旧レベル
については、予算がつき、年度内施工予定であるが、それ以上については、市全体の復興予算に限度があり、短期的実施は難しいとのことだった。また、現在、パイロット版として、
作成した『（仮）あそび環境改善のアドバイスブック（対保育・幼稚園版、対両親版）』を仮配布し、それらに対しての意見を当日伺うと共に、後日、フィードバックしていただくことをお
願いした。
　また、日本冒険あそび場づくり協会・尚絅大学名誉教授の濱崎幸夫先生にも、現状のこどもたちの状況、関連支援活動の状況、について伺いうと共に、こども環境学会のあそび
環境改善活動の説明、『（仮）あそび環境改善のアドバイスブック（対保育・幼稚園版、対両親版）』の説明を行い。今後へのアドバイスを伺った。
　『（仮）あそび環境改善のアドバイスブック（対保育・幼稚園版、対両親版）』の最終版については、全般として有効であるというご意見が多かった。また、保育士側からは、理想だけ
でなく、現状の様々な状況（例えば、狭い場所での展開事例等・・・）での対応例事例を知りたい等の意見があった。そして、対両親版を仮設住宅みんなの家に配布するという考えは
効果的ではないかという意見も多かった。
　また、それに加えて、ＫＡＳＥＩ（建築学生仮設住宅環境改善支援）での支援活動も兼ねて、益城町にある飯野仮設団地と安永仮設団地で、それぞれの自治会長の方と意見交換を
行った。その中でも、飯野仮設団地ではこどものあそび場をつくって欲しいという意見があり、今後、ＫＡＳＥＩの活動としても検討していきたい。
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